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※資料：国土交通省/平成２８年度
（自動車輸送統計年表）

トラック

９１.５％
（4,378）

鉄道・海運・
航空

８.５％
（409）

輸送トン数

合計 4,787（単位：百万トン）

※トンキロとは、貨物輸送量を表す単位で、
例えば貨物を１ｋｍ運んだ場合は、
「１トンキロ」と表します。

海運・鉄道・
航空の合計

４９.０％
（202）

トラック

５１.０％
（210）

稼働効率（トンキロ）ベース

合計 412（単位：億トンキロ）

輸送機関別分担率
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自家用自動車
1億1,520万㌧

50.0%

自家用貨物車
3,831万㌧

16.6%

営業用貨物車
4,043万㌧

17.6%

その他※
3,627万㌧

15.8%

※ バス、タクシー、内航海運、航空、鉄道

◆各部門の間接排出量（内訳）

運輸部門
18.6％

トラック運送事業者の推移

◆トラック運送事業者の推移(単位：者)

資料：国土交通省 （注）：退出事業者には、合併・譲渡により消滅した企業を含む 3
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２５支部・２特別・２地域：会員 約３,４００社
（Ｈ．３１．２．１現在）

東京都トラック協会の概要

協 会 の 組 織 全日本トラッ ク協会

東京都トラッ ク協会

４７都道府県トラック協会
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10台以下

41.1％

※軽車両を除く

20台以下

27.4％

30台以下

13.5％

50台以下

10.3％

100台以下

5.9％

101台以下

1.8％

平成30年3月31日現在

車両数 約７４,５００台

車両規模別会員構成
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業界の現況

競争激化・人手不足・経営悪化

◆物流業界構造・物流コスト状況◆

◆ドライバー求人・免許取得状況◆ ◆輸配送状況◆

事業者規模：中小企業率99％
車両・事業者数：台数横這い・業者数倍増
物流コスト推移：今後、様々な要因により、コストは

上昇傾向

有効求人倍率：全産業の約2倍と高水準
（原因・低所得/長時間重労働/高齢化etc）

免許制度：中型自動車免許の範囲限定加速
大型・特殊免許取得者減少

流動ロット傾向：小口化（個別配送）が更に
加速

輸配送料金：人件費が上昇する中、料金に
反映できない
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ドライバーの今後の状況

現状では、すでに 割が不足

1 0年後にはさらに 万人が
不足と予測されている

３

２４

・平均年齢
・平均勤続年数

４６．４歳
１１．２年

トラック運送業界の課題
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健康管理

女性雇用

『働き方改革』

高齢化

労働時間短縮

トラック運送業界の課題
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事 項 自 動 車 Ｎ Ｏ ｘ ・ Ｐ Ｍ 法 環 境 確 保 条 例

規 制 物 質 窒素酸化物（ＮＯｘ）、粒子状物質（ＰＭ） 粒子状物質（ＰＭ）

規 制 の 内 容 排出ガス基準に適合しない車両の対策地域内での登録及び継続車検の禁止 粒子状物質排出基準に適合しないディーゼル車の都内（島嶼を除く）運行禁止

車種規制開始 平成１５年１０月（施行は平成１４年１０月） 平成１５年１０月

対 象 車 対策地域に使用の本拠がある自動車 東京都内を走行する自動車（自動車の登録地を問いません）

対 象 地 域 東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県、大阪府、兵庫県、愛知県、三重県の一部
の対策地域

島嶼を除く都内全域

対象となる車両
貨物自動車、バス、特殊自動車（いずれも燃料の種別を問わない）
ディーゼル乗用車

（貨物、バス、特種自動車）ディーゼル車
※８ナンバーの特種用途車のうち、乗用車をベースに改造したものは対象外

猶 予 期 間
小型貨物：８年、普通貨物：９年、特殊自動車：１０年、
マイクロバス：１０年、大型バス：１２年、ディーゼル乗用車：９年

７年間
知事が指定した粒子状物質減少装置を装着すれば規制値に適合しているもの
とみなす

罰 則 等
運行責任者に運行禁止命令、運行禁止命令に従わない場合は、氏名公表
５０万円以下の罰金

規 制 適 合 車
平成１０．１１年規制適合車で車両総重量３.５トン超の車両（長期規制適合車＝
ＫＫ－、ＫＬ－）
ただし、１４．１５年規制車でも車両総重量３.５トン以下の車両は規制対象

平成１４．１５．１６年規制適合車（新短期規制車）及び以降の規制適合車
（注）平成１０．１１年規制適合車（長期規制車）で一部規制適合車あり

地域環境対策
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経済活動だけでなく、首都圏を中心とした大気環境の劇的な改善も、
我々トラック業界の努力の成果といえます。

首都圏ディーゼル車排出ガス規制開始（H15.10）

【東京都内の自動車排出ガス測定局における環境基準達成状況】
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⚫交通公害防止対策

⚫環境保全対策

⚫地球温暖化防止対策

⚫省エネ対策

地域環境対策のディーゼル規制・ＮＯｘ・ＰＭ法の対応から
地球環境対策への対応
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(１) 環境性能優良トラックの導入

ＮＯｘ・ＰＭ削減には、ＣＮＧトラック、
ＣＯ２削減なら最新規制適合トラック
への代替（燃費基準達成車）

(２) 機器の活用や整備点検の強化

ＥＭＳ、デジタコ、ＤＲの活用、
タイヤの空気圧、各フィルターの清掃、
エンジン調整等整備・点検

(３) エコドライブ

ゆっくり発進・ゆっくり停止の実践＝エコドライブ
アイドリングストップ等

運送事業者ができること
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京都議定書

ＣＯ２削減計画・・・

東京都トラック協会独自のエコドライブ活動

を推進

地球温暖化

ＣＯ₂削減

省エネ対策

温室効果ガス

改正省エネ法

循環型社会

エネルギー問題

東京都環境確保条例 自動車ＮＯｘ・ＰＭ法

地球環境対策
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２００６年より ２５社 車両数５４９台からスタート

『グリーン・エコプロジェクト』では、経営者・管理者・ドライバーの

従業員一人一人が環境意識を高め、社会貢献・社会責任を

主軸とした“環境ＣＳＲ（環境から進める経営改善）”を目指す。

継続的なエコドライブ活動を実践し、環境優良事業者として、

信頼性の高い運送事業者への転換を図る。
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現在 ６０４社 車両数１９,０９１台が参加

プロドライバーが環境と安全を真摯に取り組む

現在、都内の

営業用（緑ナンバー）トラックの

およそ５台に１台が参加

Ｈ３１．１月末現在
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ドライバーが
手書き記入

少人数セミナーで教育

データによる確認

16

管理（ＰＤＣＡ）の流れ



走行管理表
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ここから「気づき」が
生まれる

プロドライバーの運転 燃費の計算

「ゆっくり発進、ゆっくり停止」
の実践

自分の運転と
燃費との関係

なぜ？ 手書きがいいのか！
～Paper – and – Pencil  Project～
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運転行動 ＆ 燃費の計算

結果

自分の運転と
燃費との関係

運転行動の修正

エコドライブ
活動

燃費の改善
安全向上

自己コントロール

その日の燃費を予告して、ほぼ予告

通りの燃費で運転できるようになる

気づき

芝浦工業大学
（春日伸予教授 資料より）

グリーン・エコプロジェクトによる「気づき」効果
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・継続セミナー（自社活用への実践的取組み内容）

３ヶ月に１回の開催

・ステップアップセミナー［毎月開催］
（基礎から実践力を身に付け､レベルに合わせた内容）

２ヶ月に１回の受講

平成31年2月末日まで（延べ）

累計2,113回開催、15,003名参加

グリーン・エコプロジェクト セミナー
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セミナーは少人数制で実施！

グリーン・エコプロジェクト セミナー風景
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すぐに使える資料を提供！

セミナー提供資料
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23

セミナー提供資料＜例＞



東ト協

荷主事業者

環境に配慮した経営を
推進する事業者の検索

ＧＥＰ参加事業者

環境経営を推進する
事業者としてアピール

ポータルサイト(GEP)

事業者HP

東京都トラック協会
Tokyo Trucking Association

クラウドサーバー

GEP サーバー

ポータルサイト(クラウド)

燃費推移 走行管理表データ

グリーン・エコプロジェクト データベースのクラウド化〈例〉
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グリーン・エコプロジェクトの活動実績
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燃料削減量 約６.１万ｋℓ ドラム缶（200L）

に相当環
境

CO2削減量 約25,650t-CO2
スギの木
植樹に相当

安
全

交通事故低減率
１２年間平均２９.１％削減

活動による効果（12年間の実績）
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①ドライバーのひとり一人が
社会との共生と環境について

理解をした

③ドライバーが燃費管理で
コンマ(，)2ケタまで
分かるようになった

管理者、ドライバーのプロ意識の向上により

②タイヤ、エンジンオイルなどが
エコに重要であるとの認識を

深めた

活動の取組みによる会社の改善
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１. Ｇマーク取得項目の加点対象

２. グリーン経営認証取得に優位

３. 都の貨物輸送評価制度申請に有利

４. グリーン購入ネットワークの登録
28

活動による相乗効果



タイ ２０１０年８月２４日

第５回アジアＥＳＴ地域フォーラム

ドイツ ２０１１年９月８日

ベルリン・ブランデンブルグ交通・物流協会

中国 ２０１１年１０月２０日

第１回低炭素地球サミット２０１１

海外発信
●

●
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Paper-and-Pencil Project



国連エコドライブカンファレンス
（米国・ニューヨーク 国連本部）

平成26年（2014年）10月

国際会議での様子
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国連エコドライブカンファレンス

2014年10月
（米国・ニューヨーク）

2015年10月
（愛知県・名古屋市で開催）

2016年11月（米国・ニューヨーク）

国連本部
（米国・ニューヨーク）

国際会議での取組紹介
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平成19年 環境大臣賞 平成21年「東京都環境賞」知事賞

グリーン・エコプロジェクトへの評価 ①
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平成22年 関東運輸局長表彰 第11回 日本物流連「物流環境大賞」
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グリーン・エコプロジェクトへの評価 ②



平成2４年 低炭素杯2012「最優秀イノベーション賞」
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グリーン・エコプロジェクトへの評価 ③



第16回グリーン購入大賞『大賞及び経済産業大臣賞』受賞

平成26年（2014年）1２月
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グリーン・エコプロジェクトへの評価 ④



平成27年

交通関係環境保全優良事業者等 国土交通大臣表彰

平成27年（2015年）12月

グリーン・エコプロジェクトへの評価 ⑤
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グリーン・エコプロジェクトで
収集した合計９６万台分の
燃費データにより

６０区分の“ベンチマーク”(燃費の基準値)設定

世界初のベンチマーク

世界最大規模の
データ量

偏差値情報
車両毎燃費偏差値分布 軽油 / トラック区分5  /  キャブオーバ  /  中

偏差値
0

20

40

60

台数

45 50 55

56.7

0

2

4

6

8

10

12

0 3000 6000 9000 12000

燃費(km/l)

東京都貨物輸送評価制度へ全面協力
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我々運送事業者、荷主企業、都民が協力して自動車からのCO2排出量を削減する
新たな仕組みを、関係機関と連携を図りながら、先導的・積極的に取組を展開。

東
京
都

運送事業者
38

東京都貨物輸送評価制度を活用
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